
１０２ 明治時代 条約改正 

イテイオアムコ！ 
 

1871 岩倉遣欧使節団  

→法律が整っていないと相手にされず。 

 

1873～79 寺島宗則 外務卿  

 

 

 

 

1879～87  井上馨 外務卿→初代外務大臣 

 ･ 一括交渉 方式 

 

 ･ 鹿鳴館外交 という極端な欧化政策 

 

 ･ 外国人判事 を認める案 

 

 ･ ノルマントン号 事件(1886
いややろ

) 

 

 → 井上外務大臣、辞任に追い込まれる 

 

 

1888 大隈重信 2代外務大臣(黒田内閣) 

 

 ･極秘 個別交渉 方式 

 

→ 外国人判事 を大審院に限り認める草案 

→ロンドンタイムズに小
こ

村
むら

が漏らす→世論激怒 

 

→大隈外相が 玄洋社 の爆弾で負傷、辞任。 

 

1889.2.11  大日本帝国憲法発布 

 

 

 

1889～91 青木周蔵 3代外務大臣 

1891 大津事件 で外務大臣辞任 

 

 

  

 シベリア鉄道起工でロシア南下を恐れる 

 イギリスが日本に好意的に 

 

1892～95 陸奥宗光 外務大臣 

1894 日英通商航海条約  調印 

ⅰ 司法権回復なる( 領事裁判権 撤廃) 

ⅱ 税権の一部回復 

ⅲ 安政の五か国条約で外国人は 居留地 に 

  居住場所が限られていたんです。それが 

  日本に自由に居住し商工業の営業を認 

  める 内地雑居 を認める。 

  陸奥宗光の回想録が『蹇蹇録
けんけんろく

』 

 

1908～1911 小村寿太郎 外務大臣 

1911 日米修好通商条約  調印 

→他の列国とも改正に成功 

  関税自主権の回復 成功 

 

 

 

 


